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国際的にも評価 され、現在外国 も含めて多 くの図書館で利用されている。とくにそのCDROM
版は1988年 に刊行以来国内だけで1,000セ ットをこえる利用を数え、増加の一途をたどっている。






2.NDLの 資料 とデー タベー ス化
NDLが 所蔵する資料はその資料管理システムにおける品目によると約30種 類に及ぶ。図書で
は大きくふたつに分けられ、和漢書約420万 冊、洋図書約200万 冊、合計620万 冊となっている。
和漢書には日本語の出版物のほか中国語および朝鮮語資料が約26万 冊含 まれている。中国語およ
び朝鮮語以外の言語で著された図書は洋図書に含まれている。逐次刊行物 としては日本語による









通 りである。典拠データのMARC化 も整備 されつつあ り、この秋から一部を頒布する予定であ




雑誌の記事に関する索引データはMARC化 は していないがCDROMの 形ですでに1990年 か
ら1993年 までの約43万 タイ トル分を今年7月 に頒布 している。今後はそ及分 として1975年 から
1989年 までの分を順次 リリースする予定である。科学技術分野と人文社会分野を合わせて主要な
約3,300誌 を対照に採録 しており、とくに人文社会分野関係か らの採録はこのデータベースの意
義を高めている。
表1NDLの 和図書資料のデータベース化状況






























































































H10中 の見込 未定 6万
(網かけ部分は頒布済み)
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3.NDLの デ ー タベ ース化 と今後
MARCに 始 まった図書館 資料 のデ ータベース化 は書 誌ユ ーテ ィリテ ィ(*5)や オ ンライ ン情報
検索 サー ビス によってその有用性 が高 ま り、 さらにCDROM化 に よって情報 アクセスの機会 が
個 別化 され普及の度合いが早 まっている。その結果利用者 のニーズは直接求め る情 報 にアプロー
チで きる全文情報へ と向かいつつある。今後 の姿 として、書誌情報 その ものの価値 に疑問の声 を
耳 にす るこ ともあ るが、全 文情報へ の効率 よい検索情報 としてその役割 は今 まで以上に重要 にな
るに違 いない。
NDLで は 日本語資料 のデー タベ ース化 にほぼめ どがつい たこ ともあ り、 中国語 および朝鮮語
の資料の書誌デ ータベース化 が課題 として浮 かびあが っている。 それには文字セ ットの対応が必
要 であ り、 国際標準漢字 コー ドが先行す る状 況のなかで、JISお よびハ ー ドウェアベ ンダーの対
応が望 まれ る。 もしこれ らの対応が遅延す る ようであれば、 わが国の図書館界 と情報サ ー ビスの
世界で統一 した方向 を打 ちだ し、標準化 を進 めること も必要で あろう。関連機 関の相互協力が実
現 のカギ となるのではある まいか。
〔注釈〕
(*1)NationalDietLibrary:国 立国会図書館
(*2)MachineReadableCataloging:機 械可読 目録
(*3)InternationalFederationofLibraryAssociations:国際図書館連盟
(*4)InternationalOrganizationforStandardization:国 際標準化機構
(*5)書 誌情報を協力分担 して作成あるいは利用するための図書館を結ぶオンラインネットワーク
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